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最新の医療 温かい看護 快適な環境 医療は患者の皆さんのために
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・部長就任のご挨拶

・部長就任のご挨拶

乳腺甲状腺外科 部長 平 成人 （たいら なると）

2022年4月１日付けで川崎医科大学乳腺甲状腺外科学主任教授ならび

に同附属病院乳腺甲状腺外科部長を拝命しましたので、謹んでご挨拶申

し上げます。私は1994年に山口大学医学部を卒業し、岡山大学旧第二外科

（現、呼吸器・乳腺内分泌外科）および関連施設で主に乳がん・甲状腺疾患

の外科治療・薬物療法の修練を積んで参りました。

我が国における乳がん罹患者数は著増しており、女性の11人に1人が罹患すると言われて
います。殊に仕事・家事・育児・介護等、日本社会の重要な役割を担う40歳代からの罹患
者数が多く、同年齢層のがん罹患率、死亡率の第１位です。我々の役割は最良のがん治
療を提供し、治療成績の向上のため不断の努力を重ねることとともに、がん体験者の社会
復帰に向け多職種による多面的なケアが必要と考えています。

医療の普遍的な目標されている、Living longer, Living betterを胸にとどめ、乳がん・甲状
腺・副甲状腺疾患の診療に関しては、安心してお任せいただける診療体制を築いていく所
存です。関係各所の皆さま方におかれましては、今後ともご指導とご支援の程、何とぞよろ
しくお願い申し上げます。

小児科 部長 中野 貴司（なかの たかし）

2022年2月1日付けで川崎医科大学小児科学主任教授ならびに同附属

病院小児科部長を拝命いたしました。総合医療センター在任時から大変

お世話になっておりますが、このたびの着任に際しまして謹んでご挨拶

申し上げます。

私は三重県で生まれ育ち、信州大学医学部を1983年に卒業後、三重

大学病院小児科で研修医生活をスタートしました。1987年から2年間、赤道直下にある西ア
フリカの国ガーナへ2年間派遣される機会を得て、ユニセフ供与のワクチンを村で接種したり
マラリアや下痢症の調査に携わりました。1989年からは三重大学病院で白血病などの診療
が日常業務となり、免疫不全宿主で問題となる水痘帯状疱疹ウイルス（VZV)やサイトメガロ
ウイルス（CMV）の研究を行いました。1995年から1年間は中国ポリオ対策プロジェクトに派
遣され、サーベイランスとワクチンの普及に携わりました。1996年に帰国し、国立療養所三重
病院（現：独立行政法人国立病院機構三重病院）の小児急性疾患病棟で14年間勤務しまし
た。その後、2010年に川崎医科大学附属川崎病院（現：川崎医科大学総合医療センター）

小児科に赴任し、現在に至っております。

川崎医科大学附属病院では小児診療を充実させ、医療機関各位皆様方と連携し、子ども
たちの健康をしっかりと守ることのできる小児科を目指します。これから本当にお世話になり
ますが、格別のご指導ご鞭撻を賜りますよう、どうぞよろしくお願い申し上げます。



・部長就任のご挨拶

・医師の動き
多くの異動でご迷惑をおかけいたします。よろしくお願いいたします。

2022年２月1日付 小児科 中野　貴司 （なかの　たかし） 部長

2022年４月1日付 乳腺甲状腺外科 平　成人 （たいら　なると） 部長

小児科 榮徳　隆裕 （えいとく　たかひろ）副部長

形成外科 木村　知己 （きむら　ともみ） 医長

＜昇任医師＞

2022年４月1日付 臨床感染症科 大石　智洋 （おおいし　ともひろ）部長

臨床感染症科 吉岡　大介 （よしおか　だいすけ）副部長

消化器内科 半田　修 （はんだ　おさむ） 副部長

総合診療科 加藤　茂樹 （かとう　しげき） 副部長

2022年3月31日付 乳腺甲状腺外科 紅林　淳一 部長 医療資料部 宮原　勅治 副部長

産婦人科 塩田　充 部長 放射線科（治療） 余田　栄作 副部長

肝-胆-膵内科 日野　啓輔 部長 耳鼻咽喉・頭頸部外科 雑賀　太郎 医長

新生児科 川本　豊 部長

＜新任医師＞

＜退職医師＞
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臨床感染症科 部長 大石 智洋（おおいし ともひろ）

2022年4月1日付けで、川崎医科大学臨床感染症学教室主任教授ならびに同

附属病院臨床感染症科部長を拝命しましたので、謹んでご挨拶申し上げます。

私は1996年に新潟大学医学部を卒業後、新潟大学医学部小児科学教室に

入局し、新潟県内の病院で臨床研修いたしました。2000年から感染症分野の

研鑽を積むため国立病院機構東京医療センター小児科、北里大学医学部感染

症学教室、北里研究所 抗感染症薬研究センターに国内留学をいたしました。その後、2011年に
新潟大学小児科特任助教、2012年同助教となり、感染症の研究にも従事し、2014年に肺炎マイコ
プラズマの研究としてBordeaux University（フランス・ボルドー大学）に留学しました。その後2015
年より当院でお世話になっております。

当院赴任後6年以上経ちますが、小児科診療と感染管理室の業務に携わり、おかげさまで、各
診療科医師からのコンサルテーションや病棟への感染対策のラウンドなど、当院の多職種の方々
と連携を図りながらの感染管理に関わる活動が順調に進められております。そして、2020年から
のCOVID-19の流行においては、検査や診察などの体制の整備、陽性者や濃厚接触者が発生し
た場合の対応など、さらに院内の様々な方々と深く関わり、より一層信頼関係を培ってきたと思い
ます。

COVID-19では、まだ皆様の困りごとやご不安など尽きないかと存じますが、今後、COVID-19に
限らず、感染症に関する問題を解決する部署として、感染症に強い川崎医科大学附属病院を目
指していきたいと存じます。

今後も皆様からのご指導ご鞭撻のほど、何とぞよろしくお願い申し上げます。

〒701-0192 倉敷市松島577 川崎医科大学附属病院 地域医療連携室
TEL＜直通＞086-464-1567 ＜代表＞086-462-1111 （内線：22611・22613）


